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1 は じ め に

飼料用 トウモロコンの慣行栽培において,その収穫の適

期は,絹糸が出てからの日数,子実のミルクラインの発達

の程度,及び茎葉の枯れ上がり具合などによつて判定され

ている。特にミルクラインによる判定は収穫適期である黄

熟期を極めて容易に判定できるため,よ く用いられてい

る7tま た,乾物生産,TDN収量に大きく関わる雌穂の
乾物重の年次変動には登熟期間における有効積算気温と日

照時間の違いが関与していることが認められている
(ヽ こ

れまでに収穫適期である飼料用トウモロコンの黄熟期 (収

穫期)は絹糸抽出後の積算気温と雌穂の乾物率との関係に

着目することによりその簡易な推定が可能であることが示

唆された
1'ゝ

そこで,本試験においてはトウモロコンの絹糸抽出後の

登熟期間における雌穂の乾物率の推移とその積算気温の関

係から慣行栽培に用いることのできる黄熟期の簡易な推定

の確立を試みた。なお,飼料用 トウモロコシの黄熟期は雌

穂の乾物率が50%に到達した時点と定めた。

なお本試験の遂行にあたっては,井上力生技官,桜静雄

技官,藤原成男技官,川村普司技官,斉藤照雄技官に多大

な御支援を受けた。ここに深謝いたします。

2試 験 方 法

(D 供試品種 早生 :デ ィア,中生 :P3732, 晩生 :P
3352(パイオニア社)

2)栽培方法
1)播 種 期 1993年  5月 7日  5月 27日

1994年  5月 13日
1995年  5月 18日

2)播種密度 ディア 7,843本/10a
(畦巾75cI× 株間17cm)

P3732, P3352 7,018本 /10a

(畦巾75m× 株間19m)

3)施 肥 量 N,K20 各15kg/10a,
P20, 225贈/10a

(全量基肥,追肥なし)土壌改良資材として堆肥

3t/10a,炭 カル 200kg/10a

4)圃場の概況 洪積層腐植質火山灰土壌
5)区制 1区  75nf(10× 75m),3反復制
(31 調査法

供試 3品種ついて1993年は,8月第 3週～10月 第 5週ま

で雌穂を毎週月,木曜日に計22回 ,1回あたり10個体につ

いて採取した。採取雌穂は包皮を除去した後,生重を秤量

し熱風乾燥機内で恒量になるまで乾燥し,乾重を秤量 して

乾物率を算出した。1994年は8月 第 1週～ 9月 第 3週まで

計14回 ,ま た1995年は8月 第 1週～10月 第 3週まで計a回 ,

ほぼ同様の調査を行った。黄熟期は雌穂の乾物率が50%に

到達した時点とした。一方,実測における黄熟期は, ミル

クラインが粒の先端から約 1/2の位置に見られる時期と
した。

3 試験結果及び考察

飼料用のトウモロコンの登熟程度の指標として雌穂乾物

率を用い,絹糸抽出後の有効積算気温 (基準温度を10℃ と

する日平均気温の積算値)と の関係を検討した結果,雌穂

乾物率の推移は年次,品種,播種期を込みにしても,絹糸

抽出後の有効積算気温と高い相関を示すことが報告されて

いる't特に,本試験においては熟期の異なる 3品種を供

試した。その結果,表 1に示したように品種ごとに年次 ,

播種期に関わらず雌穂の乾物率の推移を絹糸抽出後の積算

気温を用いることにより同一の回帰式で表せた。そして ,

絹糸抽出後の雌穂の登熟のために必要な積算気温を日付に

換算した値を黄熟期の推定値とし,実測の日付との比較を

行った結果 (表 2),推定による誤差は 5日以下を示 し,

品種ごとに作期に関わらず黄熟期を絹糸抽出後の積算気温

により予測できることが明らかになった。なお,本試験に

おいて併合回帰式より求められた雌穂の乾物率が50%,つ

まり黄熟期と認められる時点に到達するまでに必要な絹糸

抽出後の積算気温は,早生品種のディアは924℃ ,中生品

種のP3732は 945℃ ,晩生品種のP3352は 969℃であった。

飼料用 トウモロコシは品種に関わらず,絹糸が抽出してか

ら約950℃前後の日平均気温の積算値で,収穫適期である

黄熟期に達することが示唆された。
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表 1 絹糸抽出後の日平均気温の積算値 (x)と 雌穂
の乾物率 (y)の関係

注 雌穂の乾物率 (y)の範囲は品種に関わらず約10κ
60,`。

1):***有意水準 1%で有意。
2):絹糸抽出期から雌穂乾物率が50%に達するまでの
日平均気温の積算値を各式から算出した。

表2 トゥモロコンの黄熟期の実測と回帰式による推
定

とくに干ばつを受けた地域以外は平年以上の収量を得た。

このように1993年から1995年の気象・栽培条件は本試験の

遂行上,その年次差の解析に好適な試験期間と考えられた。

7月    8月     9月

半旬別平均気温の推移

4 ま と め

絹糸抽出後の単純積算気温が約950℃ 前後で,品種,年
次及び播種期に関わらず,黄熟期に達することが明らかに
なった。飼料用 トウモロコンの慣行栽培においての黄熟期

の簡易な推定法として用いることが可能であると考えられ

る。
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から約1/2の位置に見られる時期とした。
2):回帰式から雌穂乾物率が50%に達する絹糸抽出後
の積算気温を求め月日に変換した。

ところで1993年は極めて異常な冷夏であった。そこで

1993年と平年並みに推移した1995年の半旬別平均気温の推

移を比較した (図 1)。 トウモロコンの生育期間中の5月
上旬～6月上旬は1995年と同様に平年並みに推移したが

,

6月 下旬以降は1995年 の平均気温を大きく下回り推移 し

た`ゝ このため, トゥモロコンの生育は著しく遅延 し草丈
50mのいわゆるknee heightか らの節間伸長が抑制され
た。この結果,地域によっては収穫期は10～20日 も遅延し,
さらに収穫期における子実の熟期は乳熟期から糊熟期が大

半となった5ヽ 一方,1994年 は4月 上旬から全国的な高温・

少雨の傾向が続き 7・ 8月 には頂点に達し,各地で統計開
始以来の猛暑となったSt厨川の気温の推移も平年の気温
を大きく上回り,6月 ～8月 までの真夏日は13日を数えた
(図 1)。 トウモロコンの生育は著しく促進され,絹糸の抽
出は平年に比較し7日程度,黄熟期は20日程度早くなった。
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I"簿  547 8/11  9/% 9/7   +2
1脳年 5月3 7/2 8均 7 8刀4   3
1棚炸  5/18 7″9 9/5 9/10   5

P3732  199昨   5/7   3/3   0/22  9/23    +1
1993年   5/27  3/15  10/7  10/10    +3

"%年
 5/8 8/3 9/2 9カ 1   3

P鋤  1鰤  5/7 8/12 1げ 3 10/4  +1
1"降  5燿7 8カl 10/5 10/21   4
1剛年  5/13  8/2  0/7  9/8    +1
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